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運動遊びに意欲的でない幼児の変容のプロセスと保育者の指導

及び他の要因との関連
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要約:運動遊びにあまり意欲的に取り組む様子のみられなかった幼児8名について,園での2年間ないし3年間

の遊びへの取り組みを記録し,変容のプロセスや変容と保育者の指導・援助及び他の諸要因との関連を臨床的な

アプローチにより追求した。その結果,幼児の運動場面での遊び意欲の形成には,保育者のとりわけ入園当初に

おける的確な子ども理解に基づいた指導が大きく関与している。こうした子どもに対しては,受容し,あせらず

に見守りながら,粘り強く働きかけることが大切である。

また,この時期の子どもの意欲は,固定したものではなく,友だち関係や,遊びの展開に左右され流動的であ

る。保育者の指導・援助が的確でないために,動く楽しさを感じたり,運動で充実感を味わうことができない子

どもがいるので,園内研究などを通して保育実践力の向上を図る必要がある。
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研究目的

幼児の運動への興味や関心は,その発達的な意味合

いからかなり生来的で自然な欲求に基づいたものとさ

れてきた。しかし,近年様々な社会状況を背景として,

領域「健康」のねらいにも示されているように,幼児

の活発に動くことへの意欲形成が課題として認識され

るようになってきている。幼児の運動意欲に関する研

究の増加はそれをよく反映している。筆者はこれまで

に,保育者を対象として調査を行って,運動的な活動

にあまり積極的でない子どもの実態を把握するととも

に,保育者はその子ども達に色々な面から積極的に働

きかけて,運動に興味をもつようにしたというように

認識していることを明らかにした。I)しかし,具体的

にどのような指導・援助で個々の子どもが変化したの

かについては追求することができなかった。そこで,

運動意欲との関連が予想される種々の要因の内,具体

的な運動場面での指導方法や遊びの内容といった要因

を中心として意欲形成との関連をみた。

その結果,イメージ化することや,技能獲得への的

確な助言が有効であること,2)また鬼遊びなどのルー

ルのある遊びでは,遊びのルールと意欲形成とに密接

な関連があることを明らかにした。3)これらの一連の

研究は,保育観察によるものもあるが,概ね一定の実

験的な場面を設定して仮説検証するといった方法を用

いている。他の幼児の運動意欲形成に関する研究を概

観しても,やはり横断的であり実験的方法を用いたも

のが多く,･に),い)いずれも興味深い結果を示してい

るが,これらの結果を保育における個々の子どもへの

指導・援助に活かすことはなかなか難しいといえよ

う。

研究目的からすれば,個々の子どもの変化のプロセ

スを注視する臨床的なアプローチ8j 9)が必要と考え,

保育記録や保育者へのインタビュー,実際の保育観察

といった方法を用いた研究を進めている。本研究は,

その一端として,保育園での園内研修と絡めて行われ

たものである。3歳児時(4歳児時)においてあまり

運動に興味を示さなかった子どもの,3年間の園生活

での変化をとらえ,運動への意欲形成に関わる要因を

表1 運動場面での運動意欲形成に関する要因
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追求し,保育者の指導・援助のあり方や環境づくりへ

の示唆を得ることが目的である。併せて,園内研修で

の成果を担任の保育者にフィードバックさせること

で,子どもへの関わりがより的確となるかどうかを検

討し保育者の指導・援助の一助としたい。

研究方法

1.方法

(1)幼児の運動場面での行動記録:担任の保育者に

3歳児時および4歳児時においてあまり運動に意欲的

でないと認定された幼児の内,3歳児ないしは4歳児

の時点ですぐに運動に取り組めるようになった子ども

を除き,かなり長期間色々な観点から働きかけが必要

とされた子ども8名を対象として,その後3年間ない

し2年間の子どもの遊びへの取り組みの経過を運動場

面を中心に記録する。その記録を筆者と該当園の主任

保育者が話し合いながら,とらえきれない部分は担任

から聞き取り調査をして補足し,それぞれの子どもの

運動への意欲に関するおおよその変化を捉える。それ

を図1のような流れ図で示す。尚,流れ図には,子ど

もの遊びの実態だけでなく,子どものプロフィールや

保育者の子ども理解,子どもの変化の様子も記述する。

(2)流れ図に示された子どもの変化と関連があると

思われる諸要因(表1参照)について分析し,記述す

る。保育記録の検討結果については,随時担任の保育

者に伝えて,対象幼児への指導・援助にフイードバッ

クさせるようにする。

2.対象幼児の遊びの観察記録期間

1994年7月~1997年2月

3.観察記録対象児

愛知県T市立保育園3歳児6名,4歳児2名計8名

<結果と考察>

1 対象幼児の3年間ないし2年間の変容のプロセス

<保育者の適切な指導・援助により,運動への意欲が

形成された事例>

図1で示したK男の事例では,保育者の子ども理解

が適切であったことから,それに基づいた指導・援助

によって色々な運動への意欲が形成されたことが示さ

れている。

K男のように,運動があまり得意でなく自信が持て

ないことが原因で,運動への取り組みが消極的になっ

ている子どもは多い。保育者の働きかけは3歳児時で

はすぐに効果が顕われていないが,4歳児時において

ミニカーで競争をするという場面での環境設定で,K

男に自信をつけさせることができた。鉄棒の場面には,

保育者に寄せる信頼感がよく表れている。運動面での

的確な働きかけは,結果がはっきりしていることから

信頼感の重要な形成要因となることがわかる。サッカ

ーでは,友だちのRの誘いかけで遊びを楽しむことが

図1 保育者の的確な指導で運動への意欲が形成された事例(K男)

できた。友だちの要因は遊びの意欲形成に大きく関わ

っていることがわかる。U男,H男の事例にも示され

ているが,技能を必要とする果団遊びでは,こうした
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子ども達は同じ位の技能の子どもや年齢の下の子ども

とであれば過度の緊張張感もなく余裕をもって遊ぶこ

とができる。

運動に消極的になる原因は,様々であるがい,事例

2のT子のように,運動はかなり上手であるにも拘わ

らず,心理的な問題で取り組めない子どももいる。運

動的な遊びにあまり意欲的でない原因は身体的な要因

ももちろんであるが,むしろこのT子のように,心理

的な問題である場合が多い。 4歳児入園のT子は3学

期になっても,心理的な問題で運動への取り組みがほ

とんどみられなかったが,2月に気の合った友だちや

保育者が一緒だったこと,あまり競争的でないハート

鬼だったことなどから,新しいルールを提案するなど

積極的に参加した。島がハートの形であったこと,園

庭いっぱい走ることができたことも遊び参加の誘因と

なっているように,発達に応じた場所の設定など,環

境づくりでの配慮がこうした子どもたちにとっては重

要となる。T子はこの後,なかよしのSの気持ちが転

園してきたA子に向けられることで,再び消極的とな

る。このように,幼児の場合,遊び場面での意欲の形

成は常に色々な要因の影響を受け流動的であり,場面

場面の子どもの状況に応じた柔軟で辛抱強い対応が必

要である。この事例からは,幼児の場合,運動意欲と

して固定して捉えることの難しさが浮き彫りにされ

る。

事例3のY男の場合は,身体運動面での問題と,プ

ライドが高くて回避動機が高いことが原因となってい

る。関連要因として,3歳児の時点で保育者の見守り,

誘い,認めなどが上げられる。信頼関係をしっかりっ

くり心を安定させ,発達に応じた遊びの工夫など保育

者の息の長い働きかけにより,運動への意欲を育てる

ことができている。 Y男の事例のように,きっかけを

つかんでいる遊びとしては,固定遊具でというのが多

い。1人でじっくり取り組むことができ,達成感が得

られ自信になること,保育者の指導が信頼感形成の糸

口となっていることなどがその要因と思われる。それ

でもなかなか他の子どもとの力の差が埋まらずに,友

だちの遊びには入れないでいる。しかし,4歳児と一

緒の遊びでは,島が小さいなど自分の力に合っていた

り,リーダー的に振る舞えることから,集団的な遊び

にも意欲を示すようになっている。友だちの存在も大

きい。

事例4のH男も,前述した3名の子ども程ではない

が,一応適切な働きかけで,遊具を使った遊びや鬼遊

び,リレーといった仲間との遊びにも参加するように

なっている。3歳児時点であまり無理に誘わず見守る

ようにしたこと,少し興味が出てきたところで,色々

な遊びに誘ったこと,リレーでは速い子も遅い子も混

じったチームという工夫があり,Kという友だちがで

きて一緒に参加したなど,H男をよく理解した上での

図2 T子の事例

保育者の働きかけが育ちの支えとなっている。

事例5のU男は,同年齢の子どもに比べ,身体運動

面の発達が遅く,依頼心が強くなかなか自立できない

という心理的な問題も抱えていて,運動に誘うことが

とても難かしいといえよう。しかし,保育者は「U男
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図3 Y男の事例
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が好き」と受け止め,諦めることなく何か好きな遊び

はないだろうかと考えている。こうした保育者の暖か

い働きかけで,限られた遊びではあるが,動いて楽し

い経験をすることができた。

<保育者の指導・援助があまり適切でなく,運動への

意欲を十分に形成できなかった事例>

事例6のS男は,ブランコをきっかけに保育者との

信頼関係ができ,運動的な遊びにも入るようになった

が,常にドリル的で結果にこだわる傾向が一層強くな

っている。保育者もまた5歳児時点でそのようなS男

の傾向を強化させるような働きかけをしたことから,

運動での解放感やプロセスの楽しさを十分に感じさせ

ることができなかった。自信をつけさせたいという善

意が,家庭でも園でもドリルにS男を追い込む結果と

なり痛ましささえ感じさせられる。

事例7のM子は,4歳児時では一旦変化がみられた

かにみえたが,人間関係でのつまずきが十分改善され

なかったために,結局遊びへの意欲も単発的なものと

なっている。なわとびに興味を示しているが,この興

味は跳ぶことではなく,数をかぞえることに向けられ

ている。M子の意欲を十分育てられなかった原因と

しては,保育者がM子に対して,仲間との関わりの面

で適切な働きかけをしなかったこと,なわとびの事例

にもあるように,M子を特別視していることから,子

ども達はこの場面ではM子を応援しているものの,本

音では反感を感じている,つまり一種のダブルバイン

ド的な状況にあることなどが考えられる。また保育者

自身が,M子を特別視し,気にかけているものの,か

なり厳しい目で見ていることもその一因となっている

ように思われる。

事例8のA男は,保育者の子ども理解が的確でなく,

保育者との信頼関係ができていないのに,早く仲間の

中に入れよう,色々な遊びをさせようとしたことが原

因で,結局意欲だけでなく色々な面で十分発達するこ

とができなかった。筆者と主任保育士が,①保育者に

見てほしい,声をかけてほしいという気持がある時に,

応じられないでいる。②A男が嫌がってもいつもみん

なと一緒にやらせようとする。③保育者は,A男は体

を動かすことが嫌いときめつけて,運動場面でのA男

の姿(すぐ疲れる,友達との思いにズレあるなど)を

受け止め,その原因について考えることが少ない。④

集団的な遊びに入れるようにしようという気持が強す

ぎて,1対1での接触が少ない。自分の思いをしっか

りもっているのに,その気持の理解が不足している。

など,途中色々とアドバイスしたが4歳入園児という

こともあり,理解不足の状態があまり改善されなかっ

た。園において,保育者の保育実践力向上の取り組み

が望まれるところである。

図5 U男の事例

2 運動場面での遊び意欲の形成と保育者の指導・援

助及びその他の要因との関連

表2は,遊びに意欲的に取り組んだ場面において,

どのような要因との関連がみられたかを,年齢別に示

したものである。表に示したように,3歳児時で変化

がみられた子どもは,Y男とH男の2名,4歳児で変

化があったのは,K男と4歳児入園のT子である。

U男,M子,S男はようやく5歳児になって変化が

みられたが,M子,S男については,動く楽しさを十

分に感じ,充実感を味わうまでには到っていない。

表からもわかるように,運動に初めて取り組むよう

になる場面では,とりわけ3歳児時において,T(保育

者)の要因との関連が強い。 4歳児時の後半や5歳児

時になると,保育者を必要としているものの,どの場

面でも友だちの要因との関連がみられるようになる。

また,全般に,S-a(身体発達)や5歳児時では,

S-c(有能感)が関わってくる。運動的な遊びでは,

99



村岡:運動遊びに意欲的でない幼児の変容のプロセスと保育者の指導及び他の要因との関連

図6 運動への意欲があまり形成されなかった事例(S男)

やはり身体面での充実が大きく関与するであろうし,

5歳児では運動への興味の主力が,達成や挑戦の方に

移行するからであろう。いずれにしても,運動への意

欲を育てるのには,やはり色々な観点からかなりの指

導・援助が必要となることがわかる。5歳児になって

初めて意欲的になったという子どももいることから,

諦めず,粘り強く働きかけることが大切である。その

働きかけは,3歳児時,4歳児入園の場合は4歳児時

に,子ども理解を深め,受容し,あせらずに子どもと

の信頼関係を築いて,動く楽しさがわかるようにする

こと,そこから次第に仲間との関わりがもてるような

働きかけをすることが必要と考える。

遊びの内容に関する要因は,対象児によって異なっ

ているが,4歳児,5歳児では関連性がより強くみら

れるようになる。

-

事例8 A男

プロフィール:保育者の誘いかけば聞いているが,素直に受け入れない。

嫌なことがあるとすぐ怒る。自分が中心でないと気に入らない。

<保育者の理解>

できるだけ自分から行動し始めるのを見守る。甘えたい気持がある反面

友だちに対しては強気な行動をとる。

5歳児時 ドッジボールの場面で

友だちがドッジボールをしている。A男も仲間に入りたいのか近寄って見て

いるが,中に入らず一人で遊び始める。保育者「ドッジボールしようか」

と誘うが聞こえないふりをして,その場から離れ,年少のリス組の女児に

ちょっかいを出して喜んでいる。リス組の女児は年長の男児とは遊び慣れ

ておらず,A男が近づくと逃げてしまう。それを追いかけて楽しんでいる。

友だちと遊び始めても,皆から注目されるものだと張り切ってやるが,そ

うでないと抜けてしまうので友だちも相手をしなくなる。

保育者のA男に対する理解が不足している面があり,なかなか信頼関係が

作れないでいる。これは上のプロフィールや保育者の理解にもよく表れ

ている。そのため,状態があまりいい方向に変化しなかった

図8 保育者の的確な指導が得られず運動への意欲が形成されなかっ

た事例(A男)
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表2 運動への意欲が形成された対象児の遊び場面と諸要因との関連

結論

かなり長期間,運動遊びにあまり意欲的に取り組む

様子のみられない幼児8名について,園での2年間な

いし3年間の遊びへの取り組みを記録し,変容のプロ

セスや変容と保育者の指導・援助及び他の諸要因との

関連を臨床的なアプローチにより追求した。

その結果次のような点が明らかとなった。

①幼児の運動場面での遊び意欲の形成には,保育者の

とりわけ3歳児時点での的確な子ども理解に基づいた

指導が大きく関与している。こうした子どもに対して

は,受容し,あせらずに見守りながら,粘り強く働き

かけることが大切である。

②4歳児,5歳児の時点では友だちや遊びの内容など

の要因との関連がみられ,こうした点への働きかけが

必要である。

③この時期の子どもの意欲は,固定したものではなく,

友だち関係や,遊びの展開に左右され流動的である。

④5歳児で初めて運動遊びに興味を示す幼児がいる。

発達を待つことも必要である。

⑤保育者の指導・援助が的確でないために,動く楽し

さを感じたり,運動で充実感を味わうことができない

子どもがいる。園内研究などで,保育実践力の向上を

図る必要がある。
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